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（
1
）預
金
残
高・貸
出
金
残
高
の
状
況

　
地
銀
の
今
年
9
月
末
の
預
金
・
貸
出
金

残
高
は
、
3
月
末
と
比
較
し
て
0
・
7
%
、

0
・
8
%
の
微
増
と
な
っ
た
（
図
表
1
）。

20
年
度
に
預
金
は
年
率
10
%
程
度
、
貸
出

金
は
同
5
%
程
度
増
加
し
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
増
加
率
は
大
幅
に
鈍
化
し
て
い
る
。

全
国
銀
行
協
会
や
日
銀
の
月
次
統
計
に
お

い
て
も
、
4
月
以
降
は
増
加
率
が
大
幅
に

鈍
化
し
、
貸
出
金
は
都
市
銀
行
な
ど
に
お

い
て
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
る
月
も
増

え
て
き
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
預
金
・

貸
し
出
し
需
要
は
お
お
む
ね
一
服
し
た
と

言
え
よ
う
。

　
地
銀
全
体
で
は
預
貸
金
共
に
微
増
で
あ

る
も
の
の
、
個
別
行
で
見
る
と
増
減
率
に

は
差
が
あ
る
。
引
き
続
き
、
半
期
で
5
%

を
超
え
る
高
い
増
加
率
と
な
っ
て
い
る
銀

行
も
あ
る
一
方
、
3
月
末
と
比
べ
て
減
少

に
転
じ
た
銀
行
も
2
〜
3
割
程
度
あ
る
。

20
年
度
に
預
貸
金
が
減
少
し
た
銀
行
が
5

行
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
に
比
べ
大
幅
に
増

加
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
企
業
が
資
金
繰
り
を

確
保
し
よ
う
と
す
る
資
金
需
要
と
、
公
的

支
援
制
度
や
信
用
保
証
制
度
な
ど
も
活
用

し
て
、
そ
れ
を
支
援
す
る
金
融
機
関
の
行

動
に
よ
り
、
貸
出
金
は
20
年
上
半
期
に
大

き
く
増
加
し
た
。
こ
う
し
た
一
時
的
に
増

加
し
た
貸
出
金
が
、
企
業
の
資
金
繰
り
の

落
ち
着
き
と
と
も
に
、
元
の
水
準
へ
調
整

さ
れ
て
い
く
動
き
が
見
ら
れ
る
。
過
度
な

借
り
入
れ
は
将
来
の
返
済
負
担
の
増
加
に

つ
な
が
る
た
め
、
返
済
を
進
め
た
り
、
今

以
上
の
借
り
入
れ
を
抑
制
し
た
り
す
る
動

き
が
、
貸
出
金
増
加
率
の
鈍
化
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
し
、
こ
う
し
た
企
業
の
借
り
入
れ

抑
制
の
動
き
は
、
企
業
規
模
や
業
種
に
よ

り
差
が
あ
る
。
日
銀
の
統
計
で
は
、
大
企

業
を
中
心
に
貸
し
出
し
が
減
少
し
て
い
る

一
方
、
中
小
企
業
で
は
増
加
が
続
い
て
い

る
。
ま
た
、
業
種
別
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
が
大
き
い
宿
泊
業
・
飲
食
業
・
生
活
サ

ー
ビ
ス
業
な
ど
の
貸
し
出
し
増
加
率
が
高

止
ま
り
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
経

済
の
落
ち
込
み
が
深
刻
な
エ
リ
ア
も
多
く
、

中
間
決
算
に
見
る
地
銀
の
経
営
課
題

好
決
算
で
期
待
さ
れ
る
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
支
援

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

金
融
戦
略
室
長
兼
プ
リ
ン
シ
パ
ル

五
藤
靖
人

解 説

　
2
0
2
1
年
度
上
半
期
は
、
期
間
中
の
大
半
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
や
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
各
地
に
発
令
さ
れ
、
日
本
経
済
が
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
感
染
拡
大
の
収
束
傾
向
に
よ
っ
て
、

上
半
期
の
終
了
と
ほ
ぼ
同
時
に
緊
急
事
態
宣
言
等
は
解
除
さ
れ
、
下
半
期
以
降
の
経
済
活
動
の
回
復
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
地
域
銀
行
に
は
、
企
業
や
地
域
経
済
の
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
や
新
た
な
成
長
を
後
押
し
す
る
役
割
が
期
待
さ
れ

る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
銀
行
自
身
に
も
コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受
け
た
財
務
状
況
や
顧
客
取
引
の
回
復
が
必
要
で
あ
る
。
本

稿
で
は
、
地
銀
の
21
年
度
中
間
決
算
資
料
1
を
基
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
経
営
環
境
に
与
え
た
影
響
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、

経
営
課
題
に
関
し
て
考
察
す
る
2
。

ご
と
う
・
や
す
ひ
と
　
三
和
総
合
研

究
所
入
社
後
、旧
U
F
J
銀
行
総
合

リ
ス
ク
管
理
部
出
向
等
を
経
て
現
職
。

入
社
以
来
、金
融
機
関
の
経
営
管
理

高
度
化
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
に
従

事
。主
著「
地
域
金
融
機
関
の
将
来
経

営
計
画
」（
き
ん
ざ
い
）。

　



5 2021.12.20［月］　金融財政ビジネス　第3種郵便物認可

地
銀
に
は
引
き
続
き
企
業
の
資
金
需
要
に

応
え
る
役
割
が
期
待
さ
れ
る
も
の
の
、
マ

ク
ロ
的
に
は
資
金
需
要
は
緩
や
か
に
減
少

傾
向
に
転
じ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

（
2
）損
益
の
状
況

　
感
染
拡
大
と
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
日

本
経
済
が
大
き
な
影
響
を
受
け
た
21
年
度

上
半
期
で
あ
っ
た
が
、
地
銀
の
中
間
純
利

益
は
前
年
同
期
比
32
・
9
%
増
の
大
幅
増

益
と
な
っ
た
。
前
年
度
中
間
決
算
は
減
益

と
な
っ
た
が
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
前
の
19

年
度
中
間
決
算
と
比
較
し
て
も
2
割
近
く

の
増
益
と
な
っ
て
い
る
。

　
損
益
増
減
の
要
因
を
分
解
し
て
み
る
と
、

資
金
利
益
・
役
務
収
益
な
ど
の
収
入
の
増

加
に
加
え
て
、
経
費
や
与
信
費
用
の
減
少

も
大
き
な
増
益
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
収

益
増
加
と

費
用
減
少

の
双
方
が

実
現
さ
れ

て
い
る

（
図
表
2
）。

　
最
も
大

き
な
増
益

要
因
と
な

っ
た
の
が
、

与
信
費
用

の
減
少
で

あ
る
。
前

年
度
は
コ

ロ
ナ
禍
の

業
績
悪
化

を
懸
念
し

て
予
防
的

対
応
も
含

め
て
貸
倒

引
当
金
を
積
み
増
す
動
き
が
見
ら
れ
た
も

の
の
、
そ
の
後
の
倒
産
件
数
が
過
去
最
低

水
準
で
抑
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

今
中
間
決
算
で
は
積
み
上
げ
た
引
当
金
を

戻
し
入
れ
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。
与
信
費

用
は
約
6
割
の
銀
行
で
前
年
比
減
少
し
て

お
り
、
引
当
金
の
戻
し
入
れ
に
よ
り
与
信

費
用
が
マ
イ
ナ
ス
（
利
益
）
と
な
っ
て
い

る
銀
行
も
4
分
の
1
程
度
あ
る
。
企
業
業

況
は
予
断
を
許
さ
な
い
が
、
与
信
費
用
が

急
増
し
て
銀
行
の
健
全
性
を
脅
か
す
可
能

性
は
や
や
低
下
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
収
入
面
で
は
、
役
務
収
益
の
増
加
が
大

き
な
増
益
要
因
と
な
っ
た
。
前
年
度
中
間

決
算
で
は
、
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
営
業

自
粛
の
影
響
で
役
務
収
益
が
や
や
減
少
し

て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
よ
り
営

業
活
動
の
苦
戦
が
予
想
さ
れ
た
が
、
一
転

大
幅
増
益
と
な
っ
て
い
る
。
9
割
以
上
の

銀
行
が
前
年
同
期
比
で
役
務
収
益
が
増
加

し
て
い
る
。
そ
の
要
因
は
各
行
に
よ
り
異

な
る
も
の
の
、
好
調
な
株
式
市
場
を
背
景

と
し
た
投
信
や
保
険
等
預
か
り
資
産
商
品

の
堅
調
な
販
売
、
法
人
向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
、
企
業
の
合
併
・
買
収

（
M
&
A
）、
証
券
関
連
損
益
な
ど
が
多
く

の
銀
行
で
拡
大
し
た
も
よ
う
で
あ
る
。
地

銀
で
は
こ
こ
数
年
、
収
益
の
多
様
化
の
観

点
か
ら
役
務
収
益
の
増
強
施
策
に
取
り
組

む
銀
行
が
多
く
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
の
成
果
が
形
に

な
り
始
め
た
と
評
価
す
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
資
金
利
益
は
、
有
価
証
券

利
息
配
当
金
の
増
加
や
、
米

国
金
利
の
低
下
に
よ
る
調
達

費
用
の
減
少
な
ど
に
よ
り
増

加
し
た
が
、
最
も
影
響
の
大

き
い
貸
出
金
利
息
は
減
少
し

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
貸

出
金
利
回
り
は
低
下
が
続
き
、

利
回
り
確
保
に
向
け
た
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
管
理
の
取
り
組
み

は
道
半
ば
で
あ
る
。

　
大
き
な
減
益
要
因
と
な
っ

た
の
が
、
国
債
等
の
売
買
・

償
還
に
関
す
る
債
券
関
係
損

益
で
あ
る
。
債
券
関
係
損
益

は
、
20
年
度
決
算
で
も
大
き

な
減
益
要
因
と
な
っ
て
い
た

が
、
21
年
度
も
引
き
続
き
減

少
が
続
き
、
地
銀
合
計
で
見

て
も
損
益
が
マ
イ
ナ
ス
の
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
過
去
に

額
面
以
上
の
価
格
で
購
入
し

た
債
券
の
償
還
損
が
増
加
し

て
お
り
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政

策
の
長
期
化
か
ら
債
券
関
連

1　分析対象の地域銀行は、全国地方銀行協会または第二地方銀行協会加盟行のうち決算短信を公表している99行。本項中の図表は、各銀行の決算短信・
決算説明資料等（99行単体ベース）、および地銀協「地方銀行の決算の状況」、第二地銀協「統計資料（決算）」よりMURC作成。

2　20年度決算に基づく分析は、拙稿「20年度決算に見る地銀の経営課題」（金融財政ビジネス2021年7月1日号）参照。
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〈図表1〉地域銀行の預貸残高増減の分布状況

〈図表2〉地域銀行の損益増減要因分解
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損
益
の
低
迷
は
今
し
ば
ら
く
継
続
す
る
可

能
性
が
高
い
。

　
各
損
益
科
目
の
増
減
と
、
個
別
行
の
状

況
を
ま
と
め
た
も
の
が
図
表
3
で
あ
る
。

コ
ア
業
務
純
益
は
約
9
割
の
銀
行
で
増
加

し
、
中
間
純
利
益
も
8
割
の
銀
行
が
前
年

度
比
増
益
と
な
り
、
中
間
純
利
益
の
赤
字

行
は
な
か
っ
た
（
前
年
度
中
間
決
算
で
は

5
行
が
赤
字
）。
地
銀
合
計
で
見
て
も
収

益
増
加
、
費
用
減
少
で
最
終
増
益
の
好
決

算
で
あ
る
が
、
個
別
行
で
見
て
も
同
様
に

好
決
算
と
な
っ
た
銀
行
が
多
か
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

（
3
）時
系
列
の
損
益
推
移
と
見
通
し

　
今
中
間
決
算
は
、
過
去
の
中
間
決
算

と
比
較
し
て
も
、
高
い
利
益
水
準
と
な

っ
て
い
る
（
図
表
4
）。
コ
ア
業
務
純

益
は
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
導
入
後
の

16
年
度
以
降
低
迷
が
続
い
て
き
た
が
、

15
年
度
以
前
に
近
い
水
準
ま
で
回
復
し

て
い
る
。
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
導
入
前

と
比
較
し
て
、
資
金
利
益
は
低
迷
が
続

い
た
ま
ま
で
あ
る
が
、
役
務
収
益
の
増

加
や
経
費
の
減
少
努
力
に
よ
り
、
収
益

性
を
回
復
さ
せ
て
き
た
。

　
18
年
度
以
降
、
与
信
費
用
の
比
較
的

高
水
準
が
続
い
て
い
る
た
め
、
中
間
純

利
益
は
そ
れ
以
前
の
水
準
ま
で
に
は
回

復
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
今
中
間
決
算
で

は
与
信
費
用
も
減
少
に
転
じ
て
お
り
、
回

復
傾
向
は
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
年
度

の
当
期
純
利
益
は
お
お
む
ね
中
間
純
利
益

の
動
向
に
連
動
す
る
た
め
、
21
年
度
決
算

の
当
期
純
利
益
が
こ
こ
数
年
の
低
水
準
か

ら
回
復
傾
向
を
示
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
一
方
で
、
中
間
決
算
が
好
調
で
あ
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
ま
ま
継
続
し
て
コ

ロ
ナ
前
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
前
の
収
益

性
水
準
を
超
え
て
堅
調
に
回
復
し
て
い
く

と
は
考
え
に
く
い
。
コ
ロ
ナ
禍
の
感
染
拡

大
動
向
が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

好
調
な
決
算
の
中
に
も
今
後
の
不
安
要
素

が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
今
中
間
決
算
を
踏
ま
え
た
、
コ
ロ
ナ

禍
以
降
の
成
長
に
向
け
た
地
銀
の
経
営
課

題
と
し
て
、
以
下
の
3
点
を
挙
げ
た
い
。

（
4
）不
良
債
権
増
加
傾
向
の
抑
制

　
今
中
間
決
算
に
お
い
て
与
信
費
用
は
減

少
し
て
い
る
も
の
の
、
将
来
の
与
信
費
用

発
生
の
要
因
と
な
る
不
良
債
権
（
金
融
再

生
法
に
基
づ
く
開
示
債
権
）
は
増
加
傾
向

が
続
い
て
い
る
。
21
年
3
月
末
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
企
業
業
績
悪
化
の
影
響
に
よ
り

前
年
同
月
末
比
約
10
%
の
増
加
で
あ
っ
た

が
、
21
年
9
月
末
は
、
3
月
末
に
比
べ
て

さ
ら
に
約
3
%
増
加
し
た
。

　
与
信
費
用
の
減
少
と
不
良
債
権
の
増
加

の
相
反
す
る
動
き
は
、
費
用
計
上
の
時
間

差
や
過
去
に
積
み
上
げ
た
引
当
金
と
の
差

額
の
問
題
と
考
え
ら
れ
る
。
与
信
費
用
は
、

一
般
的
に
不
良
債
権
が
増
加
す
る
と
す
ぐ

に
増
え
る
わ
け
で
は
な
く
、
不
良
債
権
が

実
際
に
回
収
不
能
と
な
り
損
失
が
発
生
し

て
か
ら
、
貸
倒
損
失
率
の
上
昇
を
通
し
て

引
当
金
の
増
加
と
し
て
反
映
さ
れ
る
た
め
、

時
間
差
が
あ
る
。
ま
た
、
過
去
に
厚
く
引

当
金
を
積
み
上
げ
て
い
る
場
合
、
不
良
債

権
が
増
え
て
も
、
新
た
に
必
要
と
な
る
引

当
金
は
増
加
し
に
く
い
。
今
中
間
決
算
で

は
、
こ
れ
ら
の
要
因
か
ら
不
良
債
権
が
増

加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
与
信
費

用
は
減
少
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

不
良
債
権
の
増
加
傾
向
が
続
く
と
将
来
的

に
は
与
信
費
用
を
増
加
さ
せ
る
要
因
と
な

り
得
る
。

　
特
に
不
良
債
権
の
増
減
は
個
別
行
に
よ

る
差
が
大
き
く
、
3
月
末
比
で
減
少
し
て

い
る
銀
行
が
3
分
の
1
程
度
で
あ
る
一
方

で
、
3
月
末
比
10
%
以
上
増
加
し
た
銀
行

は
17
行
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
与
信
残

貸出金利息

有価証券利息配当金

役務収益

コア業務粗利益（※）

経費

コア業務純益（※）

債券関係損益

株式関係損益

与信費用

中間純利益

13,964

4,472

2,331

19,910

14,350

5,556

262

884

1,444

3,994

13,858

4,631

2,891

20,840

14,133

6,672

-182

979

856

5,307

-0.8%

3.6%

24.0%

4.7%

-1.5%

20.1%

-169.5%

10.7%

-40.7%

32.9%

41

52

93

85

21

91

37

45

39

80

41.4%

52.5%

93.9%

85.9%

21.2%

91.9%

37.4%

45.5%

39.4%

80.8%

中間損益（億円） 損益の増減分布（銀行数） うち赤字

2020年度 2021年度 増減率 増加行（構成比）

58

47

6

14

78

8

62

54

60

19

58.6%

47.5%

6.1%

14.1%

78.8%

8.1%

62.6%

54.5%

60.6%

19.2%

減少行（構成比）

---

---

---

0

---

1

44

14

--

0

---

---

---

0.0%

---

1.0%

44.0%

14.0%

---

0.0%

赤字行（構成比）

（※）除く投資信託解約損益
（出所）各種資料よりMURC作成

〈図表3〉地域銀行の損益増減の分布状況

（億円） コア業務純益
与信費用
中間純利益
当期純利益

7258

5307

856

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

12000

10000

8000

6000

4000

2000

0

-2000

〈図表4〉地域銀行の各年度中間損益推移

（出所）各種資料よりMURC作成
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高
に
対
す
る
不
良
債
権
比
率
で
見
る
と
、

不
良
債
権
比
率
の
高
い
銀
行
ほ
ど
3
月
末

比
の
不
良
債
権
比
率
の
上
昇
幅
は
大
き
い

と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
健
全
性
に
注

意
を
要
す
る
銀
行
に
お
い
て
、
さ
ら
に
悪

化
し
て
い
る
結
果
と
言
え
る
。

　
不
良
債
権
比
率
の
水
準
や
与
信
費
用
の

水
準
か
ら
見
る
と
、
現
時
点
で
健
全
性
に

対
す
る
懸
念
は
小
さ
い
も
の
の
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ

と
は
注
意
を
要
す
る
。
倒
産
件
数
は
過
去

最
低
水
準
で
推
移
し
て
は
い
る
も
の
の
、

公
的
支
援
や
「
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
」
な
ど
の

資
金
繰
り
支
援
に
よ
る
部
分
が
大
き
い
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
景
気
回
復
が
思
う
よ
う

に
進
ま
な
い
場
合
、
急
増
し
た
融
資
の
返

済
が
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
業
況
の

悪
化
や
返
済
原
資
へ
の
懸
念
か
ら
企
業
の

経
営
体
力
は
一
段
と
低
下
す
る
可
能
性
も

あ
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
そ
の

後
の
回
復
傾
向
は
業
種
に
よ
る
差
が
大
き

く
、
宿
泊
業
・
飲
食
業
・
生
活
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
経
営
体
力
が
大
き
く
低
下
し
て
い

る
業
種
も
あ
る
。

　
地
域
経
済
を
支
え
る
地
銀
と
し
て
は
、

経
済
が
厳
し
い
局
面
で
不
良
債
権
が
増
加

す
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
リ
ス
ク
テ
ー

ク
の
必
然
的
な
結
果
と
言
え
る
。
一
方
で
、

地
域
経
済
を
支
え
続
け
る
た
め
に
地
銀
に

は
一
定
の
健
全
性
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
「
ど
こ
ま
で
リ
ス
ク

テ
ー
ク
す
る
か
」
と
い
う
点
を
し
っ
か
り

と
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
の
回
復
が
業
種
や
企
業
に
よ
り
大
き
く

異
な
る
環
境
下
で
は
、
リ
ス
ク
テ
ー
ク
は

一
律
で
は
な
く
、
企
業
規
模
や
業
種
・
地

域
等
に
応
じ
て
、
よ
り
細
か
く
判
断
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
5
）縮
小
す
る
地
域
経
済
へ
の
備
え

　
預
貸
金
残
高
は
、
地
銀
合
計
で
微
増
を

確
保
し
た
も
の
の
、
地
域
差
も
見
ら
れ
る

（
図
表
5
）。
関
東
・
近
畿
な
ど
の
大
都
市

圏
で
高
い
増
加
率
と
な
っ
て
い
る
一
方
、

地
方
圏
で
は
低
く
、
東
北
で
は
預
貸
金
共

に
減
少
に
転
じ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
地
域
差
は
、
地
域
の
人
口
動

態
に
加
え
て
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
期

間
や
そ
れ
に
伴
う
公
的
支
援
の
差
も
背
景

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
年
度
は
地
域

に
か
か
わ
ら
ず
全
国
で
高
い
増
加
率
と
な

っ
た
も
の
の
、
今
後
の
回
復
局
面
で
は
、

地
域
ご
と
の
人
口
動
態
や
経
済
環
境
の
差

が
大
き
く
反
映
さ
れ
、
預
貸
金
が
減
少
す

る
地
域
も
増
え
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
的
に
急
増
し
た
預
貸
金

の
反
動
減
に
よ
り
、
減
少
傾
向
に
転
じ
る

地
域
は
従
来
よ
り
も
早
く
、
広
範
囲
に
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
地
銀
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
預
貸
金
需

要
の
縮
小
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
。
預
貸

金
需
要
が
縮
小
す
る
中
、
特
定
の
銀
行
だ

け
が
預
貸
金
残
高
の
増
加
基
調
を
維
持
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
需
要
縮
小
を
見
据

え
た
行
内
体
制
、
営
業
体
制
、
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
な
ど
を
経
営
計
画
に
反
映
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
に
は
経
営
計
画
の
策
定
に
お

い
て
、
銀
行
と
し
て
目
標
と
す
る
収
益
や

預
貸
金
残
高
を
前
提
に
計
画
策
定
す
る
の

で
は
な
く
、
外
部
環
境
に
対
す
る
実
現
可

能
性
を
重
視
し
た
策
定
手
法
に
切
り
替
え

る
必
要
が
あ
る
。
将
来
の
地
域
経
済
の
変

化
に
対
す
る
「
外
部
環
境
分
析
」
を
適
切

に
行
い
、
外
部
環
境
の
中
で
必
要
な
「
リ

ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
」（
進
ん
で
受
け
入
れ

る
リ
ス
ク
の
種
類
・
量
）
を
設
定
し
た
上

で
、
実
現
可
能
な
収
益
・
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
析
し
、
経
営

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ

う
し
た
プ
ロ
セ
ス
は
、「
リ
ス
ク
ア
ペ
タ

イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
の
考
え
方
を

経
営
計
画
の
策
定
に
活
用
す
る
手
法
で
あ

り
、
金
融
庁
の
「
中
小
・
地
域
金
融
機
関

向
け
の
総
合
的
な
監
督
指
針
」
で
も
そ
の

活
用
が
言
及
さ
れ
、
地
銀
で
も
計
画
策
定

に
お
い
て
導
入
す
る
動
き
は
広
が
っ
て
い

る
。

　
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
経
営
計
画
の
策
定
に
向
け

て
、
ま
ず
は
外
部
環
境
分
析
に
取
り
組
む

べ
き
で
あ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
と
そ
の

回
復
を
見
据
え
た
マ
ク
ロ
経
済
動
向
か
ら

地
域
経
済
へ
の
影
響
、
そ
し
て
地
域
の
預

貸
金
需
要
に
つ
い
て
、
中
長
期
的
な
見
通

し
を
策
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、

そ
の
際
に
は
、
メ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
や
リ
ス

ク
シ
ナ
リ

オ
な
ど
複

数
の
シ
ナ

リ
オ
で
影

響
を
分
析

す
る
こ
と

が
必
要
で

あ
る
。
特

に
現
在
の

よ
う
に
コ

ロ
ナ
禍
の

先
行
き
が

不
透
明
な

経
済
環
境

の
中
で
は
、

外
部
環
境

分
析
を
適

切
に
行
っ

て
お
く
こ

預金

貸出金

北海道

2021/3月末→9月末増減率

-0.1%

0.7%

東北

-0.7%

-0.3%

関東

0.4%

1.4%

中部

1.3%

1.0%

北陸

1.2%

0.2%

近畿

1.5%

1.5%

中国

0.9%

2.1%

四国

0.9%

0.1%

九州

0.7%

-0.4%

※各銀行の本店所在地ベースで集計
（出所）各種資料よりMURC作成

〈図表5〉地域銀行の預貸金残高の地域別増減状況
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と
が
、
そ
の
後
の
不
測
の
事
態
へ
の
対
応

力
を
向
上
さ
せ
る
原
動
力
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
6
）収
益
の
多
様
化

　
21
年
度
は
中
間
決
算
で
役
務
収
益
額
が

増
加
、
役
務
収
益
比
率
も
上
昇
し
て
お
り
、

下
半
期
も
堅
調
に
推
移
す
れ
ば
、
年
度
決

算
も
大
き
な
増
益
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
地
銀
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
地
域
商
社
、

証
券
会
社
・
保
険
会
社
と
の
提
携
、
地
銀

間
の
業
務
提
携
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
収
益

の
多
様
化
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今

中
間
決
算
で
は
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
少

し
ず
つ
成
果
を
上
げ
始
め
た
結
果
と
も
言

え
る
。

　
た
だ
し
時
系
列
で
見
る
と
、
こ
う
し
た

地
銀
の
収
益
の
多
様
化
は
道
半
ば
で
あ
る

と
言
え
る
。
役
務
収
益
の
推
移
を
見
る
と
、

時
系
列
で
は
役
務
収
益
額
は
横
ば
い
に
近

い
（
図
表
6
）。
コ
ア
業
務
粗
利
益
に
対

す
る
役
務
収
益
の
比
率
は
上
昇
傾
向
で
あ

る
も
の
の
、
こ
れ
は
資
金
利
益
の
低
迷
に

よ
る
コ
ア
業
務
粗
利
益
の
減
少
の
要
因
が

大
き
い
。
役
務
収
益
の
増
加
ペ
ー
ス
は
、

資
金
利
益
の
減
少
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
力

不
足
で
あ
る
。

　
地
銀
の
収
益
の
多
様
化
に
関
連
し
た
動

き
と
し
て
、
銀
行
業
務
範
囲
に
関
連
し
た

政
省
令
の
改
正
が
行
わ
れ
、
21
年
11
月
に

施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
銀
行
（
ま

た
は
そ
の
子
会
社
）
に
よ
る
業
務
と
し
て
、

広
告
や
デ
ー
タ
分
析
、
I
T
等
の
業
務
が

可
能
に
な
っ
た
ほ
か
、
地
域
経
済
に
寄
与

す
る
企
業
へ
の
出
資
要
件
も
緩
和
さ
れ
、

伝
統
的
な
銀
行
業
以
外
の
業
務
で
収
益
を

得
る
手
段
が
広
が
っ
た
。
こ
う
し
た
規
制

改
正
と
前
後
し
て
、
地
銀
で
も
グ
ル
ー
プ

で
の
事
業
領
域
の
拡
大
な
ど
を
目
的
と
し

た
持
ち
株
会
社
化
を
目
指
す
銀
行
が
増
え

て
お
り
、
投
資
専
門
子
会
社
な
ど
の
設
立

も
相
次
い
で
い
る
。

　
収
益
多
様
化
へ
の
取
り
組
み
は
銀
行
に

よ
っ
て
差
が
あ
り
、
コ
ア
業
務
粗
利
益
に

占
め
る
役
務
収
益
比
率
も
ば
ら
つ
き
が
あ

る
。
地
銀
平
均
で
あ
る
13
・
5
%
周
辺
の

銀
行
が
多
い
が
、
20
%
以
上
を
役
務
収
益

で
稼
ぐ
銀
行
も
あ
れ
ば
、
5
%
未
満
に
と

ど
ま
る
銀
行
も
あ
る
。
役
務
収
益
へ
の
取

り
組
み
が
成
果
と
し
て
表
れ
る
ま
で
に
は

長
い
時
間
を
要
す
る
た
め
、
こ
う
し
た
銀

行
の
差
は
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
規
模
や
人
材
に
限
り
の
あ
る
地
銀
は
、

収
益
多
様
化
に
向
け
た
多
く
の
業
務
に
同

時
に
取
り
組
む
こ
と
は
難
し
い
。
地
域
や

取
引
先
の
ニ
ー
ズ
、
自
行
の
規
模
・
能
力

を
勘
案
し
て
、「
や
る
べ
き
業
務
」「
や
ら

な
い
業
務
」
の
線
引
き
を
明
確
化
す
る
必

要
が
あ
る
。
今
中
間
決
算
の
役
務
収
益
の

増
益
傾
向
や
銀
行
業
務
範
囲
規
制
の
見
直

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
社
会
環
境
変
化
は
新

規
業
務
へ
の
取
り
組
み
の
大
き
な
機
会
と

言
え
る
。
地
域
経
済
の
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の

回
復
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
な
業
務
範
囲

の
拡
大
へ
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。

（
7
）コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
に
向
け
て

　
本
項
で
挙
げ
た
経
営
課
題
の
ほ
か
、
今

中
間
決
算
で
も
減
少
が
続
く
貸
出
金
利
息

の
回
復
に
向
け
た
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
管
理
や
、

引
き
続
き
赤
字
と
な
っ
た
債
券
関
係
損
益

を
含
め
た
有
価
証
券
投
資
の
立
て
直
し
な

ど
、
地
銀
の
経
営
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
構
造
的
な
課
題
で
あ
り
、
短
期

的
な
改
善
が
見
込
み
に
く
い
。

　
こ
う
し
た
多
数
の
経
営
課
題
を
抱
え
な

が
ら
も
、
今
中
間
決
算
は
資
金
利
益
・
役

務
利
益
の
増
加
や
経
費
・
与
信
費
用
の
減

少
な
ど
に
よ
り
増
益
を
確
保
す
る
好
調
な

決
算
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
地
銀
が
取
引
先
の
支
援
に
奔
走
し
、

公
的
機
関
と
共
に
地
域
経
済
の
支
え
役
と

な
っ
た
証
し
で
あ
ろ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
こ
の
ま
ま
収
束
に
向
か
い
、

少
し
ず
つ
通
常
の
社
会
・
経
済
生
活
を
回

復
し
て
い
く
と
す
る
と
、
地
銀
に
次
に
求

め
ら
れ
る
役
割
は
、
地
域
経
済
が
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
回
復
し
、
再
び
成
長
に
向
か
う
た

め
の
後
押
し
役
で
あ
る
。
地
銀
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
資
金
繰
り
を
中
心
と
し
た
支
援

だ
け
で
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
縮
小
し
て
い

た
設
備
投
資
や
事
業
再
構
築
、
働
き
方
改

革
な
ど
、
よ
り
顧
客
企
業
の
事
業
面
に
踏

み
込
ん
だ
本
業
支
援
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

よ
り
積
極
的
な
リ
ス
ク
テ
ー
ク
や
業
務
範

囲
の
拡
大
に
よ
る
非
金
融
領
域
も
含
め
た

支
援
な
ど
、
金
融
機
関
の
支
援
能
力
の
真

価
が
問
わ
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

（億円）

中間

コア業務粗利益に対する比率役務収益
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2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

6000

5000

4000

3000

2000

1000

0

16%

14%

12%

10%

8%

6%

4%

2%

0%

9.6%

11.8% 11.8%
12.5%

13.5%

〈図表6〉地域銀行の役務収益推移

（出所）各種資料よりMURC作成


